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　株主の皆様には、平素から格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
　当社の第57期中間期（2021年12月1日〜2022年5月31日）の事業概況と決算のご報告を申し上げ
ます。
　当第2四半期連結累計期間における食品物流業界におきましては、3月に新型コロナウイルス「オミ
クロン株」対策のまん延防止等重点措置が解除されるなど、外食需要に関連する荷動きに回復の動き
も見られました。また、内食需要に関する荷動きは堅調に推移しました。一方、ウクライナ情勢等を
背景に軽油価格や電気代が上昇するなど、事業環境は厳しい状況が継続しました。
　このような状況のなか、当社グループは、「徹底力で体質強化」をテーマに掲げ、「機能の強化」「環
境変化への対応」「海外展開の基盤拡充」「新領域への参入」の4つを基本方針とした第7次中期経営計
画（2022年11月期から2024年11月期）を推進しております。既存資源の最大活用による利益率の
向上、事業環境の変化に対応した社会的価値の創出、海外における事業の安定化と、更なる展開に向
けた基盤強化を進めております。また、食品の温度管理技術を活かした高付加価値物流を提供できる
体制構築に取り組んでおります。
　以上の結果、当第2四半期連結累計期間の業績につきまして、営業収益は881億13百万円（前年同
期比1.6％増）、営業利益は18億60百万円（同18.7％増）、経常利益は16億65百万円（同16.0％増）、
親会社株主に帰属する四半期純利益は7億31百万円（同27.0％増）となりました。
　なお、中間配当金は、1月11日に公表いたしました通り、1株当たり11.5円とさせていただきました。
　今後とも、株主の皆様の一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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（単位：百万円）

株主の皆様へ

連結業績ハイライト

※2021年11月期末において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定をおこなっており、本株主通信において、2021年11月期に係る各数値については、確定内容を反映させております。1



東京〜九州間における、トレーラー交換とドライバー交代を組み合わせた、中継
リレー輸送。CO2削減などに加え、日帰り運行の実現により、女性や高齢者を含
む、多様な人材が活躍できる職場環境を構築したことが評価されました。

グリーン物流パートナーシップ会議にて
「物流構造改革表彰」を受賞12

2021

三菱倉庫様の持つ顧客基盤、物流拠点および輸出入貨物取扱ノウハウと、当社の
持つ４温度帯管理が可能な全国輸配送ネットワークなどを組み合わせることによ
り、「食と医を支える新しい物流プラットフォーム」を構築し、お客様へ新たな
価値を提供してまいります。

三菱倉庫株式会社と業務提携契約を締結1
2022

CO2排出量や燃料コストの低減だけでなく、冷凍・冷蔵から加温まで、2室各々
独立した庫内温度の設定が可能。同車両2台にて、当社の物流拠点である東京 
ＳＬＣ（東京都府中市）を起点とした配送を開始いたしました。

国内初となるマルチ温度帯2層式EVトラックを導入2
2022

「ドライバー不足によりモノが運べなくなる」社会課題の解決に向け、効率化・
省人化をめざした新しい物流の基盤づくりのサポートをおこない、多くのパート
ナー企業とともに、持続可能な物流の実現に取り組んでまいります。

NEXT Logistics Japan株式会社へ出資、
パートナー契約を締結3

2022
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関連事業収益は、インドネシアにおける保管や配送の取り扱い物量
増加などにより、前年を上回りました。利益面は、増収による利益
増加はありましたが、国内における施設工事の減少などにより、前
年を下回りました。
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共同物流事業収益は、食品や菓子メーカーの取引拡大に加え、外
食需要に関連する業務用食品の荷動きに回復の動きなどがありま
したが、第1四半期における出荷物量減少の影響などにより、減収
となりました。利益面は、燃料や労務費などのコスト上昇に対し、
運送・倉庫の効率化や適正料金化施策の進捗などにより、前年を
上回りました。 
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専用物流事業収益は、チェーンストアの取引拡大やコンビニエン
スストアの出荷物量増加などにより、増収となりました。利益面は、
燃料などのコスト上昇に対し、増収による利益増加に加え、コス
ト改善の進捗などにより、前年を上回りました。 
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専用物流事業
184億95百万円

21.0%

関連事業
69億91百万円

7.9%

共同物流事業
626億25百万円

71.1%

営業収益
構成比

共同物流事業

関連事業

専用物流事業

セグメント別の概況（当第2四半期連結累計期間）
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四半期連結損益計算書（要旨） （単位：百万円）

科　　　　　　目
前第2四半期連結累計期間
2020年12月 1 日から
2021年 5 月31日まで

当第2四半期連結累計期間
2021年12月 1 日から
2022年 5 月31日まで

営業収益 86,721 88,113
営業原価 82,203 83,125
　営業総利益 4,518 4,987
　　販売費及び一般管理費 2,951 3,127
営業利益 1,566 1,860
　営業外収益 252 177
　営業外費用 383 372
経常利益 1,435 1,665
　特別利益 31 40
　特別損失 80 234
税金等調整前四半期純利益 1,386 1,472
　　法人税、住民税及び事業税 639 488
　　法人税等調整額 △34 75
四半期純利益 781 907
非支配株主に帰属する四半期純利益 205 176
親会社株主に帰属する四半期純利益 576 731

四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）（単位：百万円）

科　　　　　　目
前第2四半期連結累計期間
2020年12月 1 日から
2021年 5 月31日まで

当第2四半期連結累計期間
2021年12月 1 日から
2022年 5 月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,931 3,529

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,375 △3,920

財務活動によるキャッシュ・フロー 130 414

現金及び現金同等物に係る換算差額 274 68

現金及び現金同等物の増減額 △4,038 92

現金及び現金同等物の期首残高 9,309 3,800

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,270 3,892

四半期連結貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

科　　　　　　目 前連結会計年度
2021年11月30日現在

当第2四半期連結会計期間
2022年５月31日現在

資産の部

流動資産 27,507 27,142

固定資産 83,328 85,807

　有形固定資産 69,072 70,718

　無形固定資産 5,125 5,223

　投資その他の資産 9,130 9,864

資産合計 110,836 112,949

負債の部

流動負債 34,611 35,339

固定負債 28,352 28,004

負債合計 62,964 63,343

純資産の部

株主資本 38,292 38,738

　資本金 4,063 4,063

　資本剰余金 4,208 4,208

　利益剰余金 30,381 30,827

　自己株式 △361 △361

その他の包括利益累計額 183 895

非支配株主持分 9,396 9,972

純資産合計 47,872 49,605

負債純資産合計 110,836 112,949

連結決算の概況
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商 号 株式会社キユーソー流通システム
創 立 1966年（昭和41年）2月1日
代 表 者 代表取締役社長　西尾秀明
本 社 東京都調布市調布ケ丘三丁目50番地1
資 本 金 40億6,311万円
従 業 員 数 6,797名（連結）
事 業 内 容  1 .

 2 .
 3 .
 4 .
 5 .
 6 .
 7 .
 8 .
 9 .
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.

倉庫業
各種瓶缶詰類その他一般物品の包装、荷造ならびに配送等の引受業務
貨物利用運送事業
運送取次事業
貨物自動車運送事業
通関業
 自動車および物流に係る車両機器、備品の販売ならびにリース業
自動車分解整備業
工業用、車両用各種燃料、油脂の販売
 損害保険代理業
 物流情報の販売業および物流業務に関するコンサルティング
 生鮮食品、保存食品、加工食品等の各種食料品および日用雑貨品の販売
不動産賃貸業
総務、会計・経理および人事、労務管理に関する業務等の代行業
前号に関する情報システムの企画・開発・構築の請負業
前各号に付帯する一切の業務

会社の概要 （2022年5月31日現在）

  キユーソーティス株式会社

  株式会社エスワイプロモーション

  キユーソーサービス株式会社

  株式会社キユーソーエルプラン

  キユーソーロジック株式会社

  株式会社サンエー物流

  株式会社サンファミリー

  アクシアロジ株式会社

  キユーソーアレスト株式会社

  上海丘寿儲運有限公司

  フードクオリティーロジスティクス株式会社

  株式会社フレッシュデリカネットワーク

  株式会社久松運輸

  PT Kiat Ananda Cold Storage

  PT Ananda Solusindo

  PT Manggala Kiat Ananda

  PT Trans Kontainer Solusindo

グループ会社

（注）  １．長尾隆史氏、大槻啓子氏、川又義寛氏は社外取締役であります。 
２．小泉正明氏、渡部幹氏、飯塚佳都子氏は社外監査役であります。

取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役

今 村 　  嘉 文
長 尾 　  隆 史
大 槻 　  啓 子
川 又 　  義 寛
藤 岡 　  　 晃

常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役
監 査 役

大 竹 　  茂 雄
小 泉 　  正 明
渡 部 　  　 幹
飯 塚  佳 都 子

代 表 取 締 役 社 長
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役

西 尾 　  秀 明
笹 島 　  朋 有
富 田 　  仁 一
犬 塚 　  英 作
山 田 　  啓 史

（2022年5月31日現在）取締役および監査役

会社データ
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発 行 可 能 株 式 総 数 73,200,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 25,355,800株
株 主 数 11,650名

株式の状況 （2022年5月31日現在）

（注）  1．上記のほか、当社は自己株式499千株を保有しております。 
2．持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

キユーピー株式会社 10,760 43.29
株式会社日本カストディ銀行 1,533 6.17
株式会社中島董商店 1,474 5.93
日本マスタートラスト信託銀行株式会社 1,158 4.66
SMBC日興証券株式会社 669 2.69
キユーソー持株会 623 2.51
キユーソー流通システムグループ従業員持株会 356 1.43
MSIP CLIENT SECURITIES 305 1.23
株式会社三井住友銀行 291 1.17
株式会社みずほ銀行 234 0.94

大株主

ホームページのご紹介

https://www.krs.co.jp/
キユーソー 検索

トップページ

当社ホームページにて、
IR情報などを掲載しております。
ぜひご覧ください。

IR情報

<送付時期>
2月開催の定時株主総会後にお送りする配当金関係書類に
同封してご送付いたします。

見 本

<贈呈基準>

株 主 優 待 制 度 の ご 案 内 株主様に対し、下記の贈呈基準により、
年1回ジェフグルメカード（全国共通お食事券）をご送付いたします。

継続6カ月以上とは、11月30日時点の当社株主名簿に記載または記録されており、
100株以上を6カ月以上継続保有されていること（5月31日と11月30日の株主名
簿に連続2回以上、同一株主番号で記載または記録されていること）

ご優待内容 保有株式数 保有期間

1,000円相当のジェフグルメカード 200株 以上
1,000株 未満

11月30日時点
において

継続6カ月以上
3,000円相当のジェフグルメカード 1,000株 以上

2,000株 未満

5,000円相当のジェフグルメカード 2,000株 以上
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〒１８２−００２1　東京都調布市調布ケ丘三丁目50番地1
TEL ０４２−４４１−０７１１（代表）　URL https://www.krs.co.jp/

株式会社キユーソー流通システム（証券コード：9369）

株主メモ
事 業 年 度

期 末 配 当 金 受 領
株 主 確 定 日

中 間 配 当 金 受 領
株 主 確 定 日

定 時 株 主 総 会

証 券 コ ー ド

単 元 株 式 数

株 主 名 簿 管 理 人
特 別 口 座 の 口 座
管 理 機 関

同 連 絡 先

公 告 の 方 法

12月1日〜翌年11月30日

11月30日

中間配当を行う場合は、5月31日

毎年2月

9369（東京証券取引所 スタンダード市場）

100株

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
電話　0120−232−711（通話料無料）
郵送先　〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

電子公告により行う
公告掲載URL　https://www.krs.co.jp/

（ただし、電子公告によることができない事故、
その他のやむを得ない事由が生じたときは、日本
経済新聞に掲載いたします。）

（ご注意）
1.   株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきま

しては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承る
こととなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせ
ください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませ
んのでご注意ください。

2.   特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱
UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座
管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱UFJ
信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

特別口座に記録された株式をお持ちの株主様へ

（※）  特別口座に口座をお持ちの株主様は、配当金の受領方法として株式数比例配分方式は、
お選びいただけません。

　特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三
菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、下記連絡先まで
お問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行各支店にてもお取次ぎ
いたします。

お手続き、ご照会等の内容 お問い合わせ先
○ 特別口座から一般口座への振

替請求
○単元未満株式の買取請求 
○住所・氏名等のご変更
○特別口座の残高照会 
○ 配当金の受領方法の指定（※）

特別口座の
口 座 管 理
機 関

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
TEL 0120−232−711

（通話料無料）
郵送先   〒137-8081 新東京郵便局

私書箱第29号
　　　 三菱UFJ信託銀行株式会社
　　　 証券代行部

○ 郵送物等の発送と返戻に関す
るご照会

○ 支払期間経過後の配当金に関
するご照会

○ 株式事務に関する一般的なお
問い合わせ

株 主 名 簿
管 理 人 〔手続書類のご請求方法〕

インターネットによるダウンロード
https://www.tr.mufg.jp/daikou/


